
厚塗り用速乾性無収縮ポリマーセメント補修材

KFシャットKFシャット
特徴
1.無収縮
膨張性混和剤の水和反応により、緻密な組織を形成するため、
ひび割れ抵抗性に優れます。

2.ポリマー
ポリマー含有により、付着性に優れているため構造物との一体化
が図れます。

3.防水・遮塩
防水効果により、塩化物イオン浸透を抑え、鋼材の腐食を防止し
ます。

〒105-0004
東京都港区新橋1-1-1 日比谷ビルディング9F
TEL 03（6629）9033 FAX 03（6629）9023

用途
コンクリート補修（角欠け、小欠損部など）

角欠け部補修施工例

【BEFORE】 【AFTER】

試験項目 測定値

圧縮強度

材齢1日 24.2N/㎜2

材齢3日 32.4N/㎜2

材齢7日 39.9N/㎜2

材齢28日 48.4N/㎜2

付着強度（コンクリート） 2.1N/㎜2

可使時間 10分

硬化時間 30分

物性試験値

荷姿：20㎏
（4.0㎏袋×5）



標準仕様

荷姿 水粉体比 標準配合（1袋あたり） 練上り量 施工量

20㎏
（4㎏×5袋）

18％

4㎏ ＋ 0.72㎏

約2.24ℓ
約0.22㎡
（10㎜厚
塗り）

KFシャット

水

＋

施工手順
1．下地処理
●脆弱層の除去
・ひび割れ等で脆弱化したコンクリート部分はハツリ、除去して健全なコンクリート面を露出させて下さい。

●プライマー下地調整
・下地調整剤はコンクリート用の接着強化エマルジョンを使用して、刷毛等を用いて下地に塗布して下さい。

2．練り混ぜ
●材料の計量・投入
・粉体4㎏に対して水720g（W/P=18%）を計量します。粉体を練り混ぜ容器にすべて投入し、撹拌しながら水を
徐々に加えていきます。

●撹拌
・撹拌時間は計量した水をすべて投入してから、1～2分程度とし、練り残しがないように注意して下さい。

3．塗り付け・充填
●材料の塗り付け
・下地との密着部分はコテ圧をしっかりかけ、強く擦りつけるように塗りつけます。

●仕上げ
・仕上げ面は素早くコテで均して下さい。練り混ぜ後10分以内に使用して下さい。

4．養生
●適切な養生
・強風、日射が著しい場所では必要に応じてシート類で保護して下さい。
・冬季は必要に応じて保温養生して下さい。

●養生期間
・硬化時間の目安は30分程度です。
・夏期は硬化時間が早く、冬季は硬化時間が遅くなります。

使用上の注意
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